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商工会議所 早期景気観測 

（６－７月） 

－結果概要報告書－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年８月 
 

「 私 た ち が い ま す。 」 

 甲 府 商 工 会 議 所  



◆調査要領 

 

 

１．調 査の目的： 『街角の景況感』を把握し改善の為の資料とすると共に、県内で最も早い

景況調査として中小企業の明日の経営活動に資する。 

２．調査実施機関： 甲府商工会議所 

３．調査実施時期： 平成２３年７月１５日(金) ～２９日(金) 

４．調 査 対 象： 当所会員 １８５事業所 

５．調 査 方 法： 郵送によるアンケート方式 

６．回 収 数： １３１ 

７．回 収 率： ７０．８％ 

８．特 記 事 項： 原則、小数点以下第二位で四捨五入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆結果詳細 

【６－７月の動き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業況ＤＩの推移】 
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 ６－７月の業況ＤＩは１５．６ポイントの大幅改善となった。震災前の水準を回復するには至ら

なかったものの、震災直後の急激なＤＩの落ち込み、及びその後の下降傾向から一転して、全業種

のＤＩ値が改善に向かっている。したがって、震災後の最悪期は脱したものと判断できる。 

今後は製造業が牽引する形で回復に向かい、早ければ１０月にも震災前の水準を回復すると思わ

れるが、震災後の反動という側面や円高・株安もあり循環的な景気回復に向かうかは不透明である。 

県内事業所では、原発問題に端を発する風評被害に喘ぐサービス業界（ホテル・旅館）、公共工

事の前倒し発注の反動や峡東地区の談合問題を抱える建設業界の動向を引き続き注視する必要が

ある。また、外国為替市場では円高が定着しつつあり、下請が多い県内製造業の採算が悪化する可

能性も否定できない。さらに、今夏が猛暑となれば、計画停電も現実味をおびてこよう。したがっ

て、現下の社会・経済情勢の中では、業況に多くの下振れリスクが存在している。 

 一方、電力供給が充分でなく正確な情報が伝わらない状況下で、各事業所は持ち前の機動性や柔

軟性・小回り性を発揮し、組織力や生産性を高める努力をしている。つまり、今夏を乗り切ること

は、中小事業所のイノベーションのきっかけにもなろう。行政機関には、更なる安全性のアピール

と企業努力に対する一層の支援が求められる。 



 

 

【今回のポイント】 

 

 製造業が牽引し、業況ＤＩはＶ字回復している。 

 まもなく震災前の水準を回復する見込みである。 

 ただし、円高が長期化した場合、中小製造業を中心に採算が悪化する可能性がある。 

 

 

 

 

◆指標の見方 

 

 

 全業種総合 

 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは▲６０．５から▲４４．９へ１５．６ポイントの大幅改善となった。売上・採算・仕入単

価・従業員・金融貸出しＤＩも同じく改善している。 

業況ＤＩに関する今後の見通しは、大幅な回復傾向にあり、早ければ１０月にも震災前の水準を回復

する見込みである。 

今回の調査で、業況ＤＩはＶ字回復し今後も回復基調をたどると予想している。しかしながら、震災

後の急激な景気の落ち込みの反動という側面もあるため、循環的な景気回復に向かうのか今後慎重に見

極めていく必要がある。 

 

前回ＤＩに比べて（先行は今回実績値に比べて） 

好転 不変 悪化 

   



 業種別 

製造業 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは大幅に改善した。売上ＤＩも大幅に改善し、採算や従業員の過剰感、金融機関の貸出し姿

勢も改善している。一方で、仕入単価ＤＩは上昇（悪化）傾向にある。 

業況ＤＩに関する今後の見通しは、引き続き回復傾向を辿るものと考えられる。サプライチェーンの

復旧が進んでいると共に、各事業所は節電にも柔軟に対応している。ただし、円高が長期化した場合、

小規模事業所を中心に業況が悪化する恐れがある。 

 

建設業 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは改善している。また、採算・仕入単価ＤＩも改善している。一方で、従業員の不足感は落

ち着きつつあり、売上・金融貸出しＤＩはやや悪化した。 

業況ＤＩに関する今後の見通しは、引き続き回復傾向を辿るものと考えられる。しかし、震災復興へ

の予算配分による公共工事の減少や峡東地区談合問題など、業況に下振れリスクを抱えている。 

 

卸売業 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは小幅に改善した。従業員の過剰感がわずかに和らいだものの、ほとんどの指標が悪化して

いる。特に採算ＤＩは大幅に悪化した。 

業況ＤＩに関する今後の見通しは、改善を予想しており、震災前の水準を回復する見込みである。 

しかしながら、製販同盟の動きや卸の中抜きという構造的な問題は変わらず、放射能問題の影響とい

う新たな火種も発生しており、今後予断を許さない状況である。 

 

 



小売業 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは大幅に改善した。売上・採算・仕入単価・金融貸出しＤＩも大幅に改善しており、従業員

にも不足感が出ている。 

業況ＤＩに関する今後の見通しは、大幅な改善を予想している。消費マインドの本格的な回復が近づ

いていると言えよう。 

 

サービス業 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

業況ＤＩは大幅に改善している。売上・採算についても改善しており、従業員の過剰感も和らいでい

る。一方で、仕入単価・金融貸出しＤＩは悪化している。 

業況ＤＩに関する今後の見通しについては、大幅な改善を予想しており、震災前の水準を上回る見込

みである。しかし、宿泊・飲食関係は放射能汚染問題に伴う風評被害や暴力団抗争の影響を受けており、

先行きは不透明な上、業況も厳しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 業種別詳細 

製造業（食品） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（家具） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（工業製品） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（宝飾） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（繊維） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

 

 

 

 

 

 



建設業（建築） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（土木） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（鉄鋼） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（食品） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（繊維） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（その他） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 



小売業（大型店） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（食料品） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（事務用品） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（趣味） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（家電） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

 

 

 

 

 



サービス（ホテル・旅館） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（観光） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（飲食） 

業況 業況（先行） 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

 

 

 


